
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北野さと子の市政レポート

第３０号 ２０１１年 ７月発行 ユニット F宝塚 

東日本大震災から４ヶ月がたちました。しかし、未だに被災地の復旧スピードは遅く、被

災された方々の生活再建の道がはっきりと見えない現状です。さらに原発事故も収束に至ら

ず、周辺地域の人々の不安が増大しています。 
 そのような現状の中、私たちは１日も早い復旧・復興が実現できるように、被災された方々

の具体的な生活再建に向けて、被災地としっかりつながり、支援を続けていきます。 

２０１１年４月２４日に行われた「宝塚

市議会議員選挙」で３期目の当選を果たす

ことができました。一人ひとりのつながり

で広がったご支援の心の輪の温かさ強さを

しっかり胸に刻み、一生懸命がんばります。

これからもどうぞよろしくお願いします。 

●逆瀬川駅前広場での出発式 

今まで「市民ネット宝塚」として活動す

る中、私たちを引っ張ってきてくださった

小山哲史さんが議員を勇退されました。

色々教えていただき感謝の気持ちでいっ

ぱいです。 
そして、この改選により新しい市議会が

スタート。井上きよし議員（４期）、寺本

早苗議員（３期）、伊福義治議員（２期）、

大河内茂太議員（１期）と北野の５名で会

派を組むことになりました。 
会派名は「ユニットF 宝塚」です。 

 
井上・伊福・北野・寺本・大河内各議員 

５人で力を合わせて 

がんばります！ 

●文教生活常任委員会 ●広報広聴委員会   
●議会改革検討委員会 ●防災に関する調査特別委員会 



 

３月議会 予算特別委員会  
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２０１１年度予算執行に関する付帯決議  

東日本大震災というかつてない広域の大災害にみ

まわれた日本社会の状況に鑑みて、事業の緊急性・

重要度について精査し、予算の執行に当たっては、予

算特別委員会の審査のなかでの指摘事項をふまえ慎

重を期するよう求める。以上決議する。 

＜最後に私たちから提案した 

付帯決議が通りました＞ 

朝鮮学校就学補助金カット等の修正案２件がでましたが、

否決されました。 ２０１１年度予算は、賛成多数で可決し

ました。 

  

資源ごみの持ち去り行為への対策について 

2/10 

「宝塚市廃棄物減量等推進審議会」に出席しました。 

 今回の市長からの諮問内容は、＜資源ごみの持ち去り行為への対策について＞です。 条例制定している他都市や、近隣都

市の状況、経費の課題等々が出されました。宝塚市ではどうしていくべきか・・・・これから半年間で審議していきます。 

第１９回 『駅前議会』 

2/20                   

宝塚ホテル・すみれの間 

テーマ 

①「中川市長の施政方針」

について 

②あらためて「市民の代表

としての議会はどうあるべ

きだろう」 

たくさんの方々にご参加いただき、ありがとうございました。

また、会の進行や運営にご協力いただいたことも嬉しかったで

す。みなさまからの貴重なご意見ご要望を、しっかり受けとめ

しっかり考えて今後の活動にいかしていきます。 

宝塚市議会基本条例  制定 

3/26  

「議会の憲法」というべきもの 

 議会報告会や理事者側からの反問権も入っています。 あわ

せて「宝塚市議会議員の政治倫理に関する条例」の一部も改正

し、資産や税等の納付状況を公開することとしました。 

●地方主権改革が進められるなかで、自治体ごとの主体的判断

について議決するという重い責任を議会が背負うこと。 
●市民に対する議会としての説明責任が問われるということ。

●議会自らの自己変革が求められていること。 
●コミュニティ政策で地域内分権が進むなか、議員の役割自体

の変化に対応しなければならないこと。 

北野の総括質疑 ～抜粋～ 
・公園整備  
・「イクメン」を増やす取り組み  
・給食自校炊飯モデル実施の検証  
・女性や生活保護受給者の就労支援 
・被災した子どもたちの受け入れについて 
・朝鮮学校保護者への就学補助事業について 

宝塚市民として納税の義務を果たしている保護

者と、なによりもそこで学ぶ子どもたちの心を考

えて判断すべき。反対議員の主張は、宝塚市子ど

も条例はもちろん、国内外の人権・民族による差

別を禁じた「国連人権規約」、子どもの権利の国

際基準である「子どもの権利条約」にも違反する

行為です。 



 

臨時市議会 

5/17正副議長選挙の結果、私は副議長に 

当選することができました。がんばります。     

●議長：江原議員  ●副議長：北野 

 

 

本会議最終日 
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議会運営委員会  議会基本条例  運用開始！ 

①議員（委員）間の自由討議                       ⑤傍聴者への資料配布 

②重要な施策の論点情報の形成                    

③市長等の反問権 

④請願審査における市民意見の機会                 「自由討議」については論点整理の課題を整理中。 

■副市長人事案→同意（継続して山下稔さんに）      

■主な議案 

●補正予算第１号 

暴力団追放推進協議会補助金 

乳幼児等医療費助成事業    など 

（外来１２歳まで３割から２割負担に） 

●補正予算第２号 

東日本大震災にかかわる避難者支援事業など 

●「児童ディサービス事業（あそびっこ広場）」 

（８月開始）  

●災害対応特殊救急自動車 

高度救命処置用資機材の取得 

→すべて 可決

■請願                             

１号→自然エネルギーによるまちづくり 

…賛成多数・採択     

３号→義務教育費国庫負担制度の堅持 

…賛成多数・採択  

■意見書 

１号 公立学校施設における防災機能の整備 

２号 東日本大震災の復興支援 

３号 原子力発電所の安全対策の強化 

４号 国の原子力防災指針の見直し 

５号 福島原発危機の収束と救援・復旧・復興にむけた

緊急対策 

６号 豊かな教育を実現するための義務教育費 

国庫負担制度の堅持 

１～６号まで可決。 国の施策推進を求める意見書を 

宝塚市議会から提出。 

■決議案（議員提出議案） 

１号 学校給食の米飯自校炊飯事業の凍結に 

関する決議                      →否決   

２号 被災者支援にかかる財源確保に向け、不急な 

事業の見直しを求める決議       →可決 

６／９本会議   大河内議員の質問時に 

議長を務めました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車椅子レクダンス 

この行事を実施するかどうか迷われた・・・と聞

きました。 でも、それぞれが元気に生きること、

手をつなぎあうことが、いまこそ必要です。 

3/12 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宝塚市自治功労者認定を受けました。 

これからも宝塚市のためにがんばります。

                     5/23 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇発行人◇ 北野さと子 
◇連絡先◇ 
〒665-0034 宝塚市小林２丁目12-27-209 

Tel&Fax 0797-73-4556
ホームページ http://www.kitanosatoko.com/ 

 
 

被災者家族に自転車を！！ 

被災地から兵庫県内への避難者受け入れ状況

（６月１日現在）は１４９世帯・４９３名となっていま

す。 

 いま、避難された方々からは、『日用必需品だけ

でなく、交通手段としての自転車等も必要』との声

を聞いています。 

民主党兵庫県連では、６月のとりくみとして被災

者支援団体を通じて自転車を送りたいと考えてい

ます。そのために逆瀬川駅前で募金活動をおこな

いました。                      6/18 

 

議会の合意形成 
執行権をもつ首長と、チェック機能や

議決権をもつ議会がそれぞれの立場で責

任を果たす「二元代表制」をとっている

のが地方議会です。 
議会は十分議論を尽くし合意形成して

いくことで議会としての力を発揮できま

すが、議論抜きでの強行採決ばかりが続

くと、議会はその機能を失ってしまうの

ではないかと危惧します。 
 宝塚市議会では、宝塚市議会基本条例

にもとづいて、議会の透明化や市民への

説明をしっかり行っていこうと動き始め

ました。 

第２０回「駅前議会」のお知らせ 

 

７月３１日（日）１３：１５～ 
宝塚ホテル ひすいの間  

□６月議会報告 
□議会改革   など 
・参加費５００円（コーヒー代として） 
 
お誘い合わせの上、ふるってご参加ください。
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